
4.2 水環境  

4.2.1 水環境の調査結果  

4.2.1.1 水質  

1) 調査項目・調査地点・調査期間  

 川辺川流域における水質調査項目、調査地点及び調査期間について、既往の現地調査結果及び熊本

県の調査結果から整理した。  

 調査地点を図 4.2.1.1-1 に、調査項目・調査期間を表 4.2.1.1-1 に示す。  

   

図 4.2.1.1-1 水質調査地点 



表 4.2.1.1-1 水質調査項目・調査期間 

 

   

 



2) 調査結果の概要  

 水質調査結果のうち、一般項目・生活環境項目・富栄養化関連項目について整理し、表 4.2.1.1-2 に示

す。また、建設省による現地調査結果のうち、水温、濁度、BOD、SS の経年変化について図 4.2.1.1-2 に

示す。これによれば、生活環境項目のうち、河川の水質汚濁の代表的指標である BOD75％値は環境基

準（表 2.2.7.1-4）をほぼ満足している。なお大腸菌群数については環境基準を一部満足していないもの

もある。その他の項目については環境基準をすべて満足している。 

 なお、健康項目については、各測定地点ではこれまで環境基準をすべて下回っている。 

   

   

表 4.2.1.1-2(1) 水質調査結果の概要（熊本県）  

 

出典：水質調査報告書(熊本県) 

   

 

 

 

 



表 4.2.1.1-2(2) 水質調査結果の概要  

 

出典：建設省川辺川工事事務所  



 

図 4.2.1.1-2（1） 水温経年変化  



 

図 4.2.1.1-2（2） 濁度経年変化  



 

図 4.2.1.1-2（3） ＢＯＤ75%値経年変化  



 

図 4.2.1.1-2（4） ＳＳ経年変化 


